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　　　　　　　　　　　　　　．／
ヲトガース大學工學研究所・

テキサス工學試駒所および

テキサス農工大學工學議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　研究所の第一ゐ目標は，研究によ？て，人類の知
　　　　　　’、ラトガ嗣ス六畢エ學研究所　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰を進展し，かっ工科大學の教育を推甦すること．．

　　　　　th・Bt・reau°i．　Engin・e「i”g　Resea「ch　　　2）騨見の實際的齢蟷つdま，．工科大學鰍府

　　　de11・ge・f　E・ginee「ing・R”tge「s　unive「sity　　機關およ曜業界も，同檬にSU，es　e　tsち，たt・．・・に協力

　　　　　（th・St・t・（IOII・ge°f　N・w　Je「sey）　　　する．したがつて，他で観肌力・たい施設pK員をエ

　　　　　　　N・w　B・un・wi・k・M・USん　　　　科大學が有するとt・rc　lt，こ穐政Jt・｝・N・ee・P産業界o・k

　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めに役立たせる・

　　この腋所臨ニュージヤ隔シー州立蝉であるラト　3）vamseemaと産業界とからの要求rL不一taがあると

　）V一ス大學の工科大學に鯛し・昌ユ」ジ・シρ麟研　きには1－．一一ジ．一。畷府および麟敷府蝋のも

蜥（New・J・・sey・C・rami・RbSe・r・h　SU・ti。n）を包含し　の鞭先的tC考慮す・．

　ている・エ951年1月以前は“工學試験所（E”ginee「’i”g　4）あ・kfU　Vの試uaや齪は行わな・・研究微者

’Ezperim【煎Statien）t’と、よばれていたが・軍なる．試瞼　　　に封する睡義上または特に必要な場合には行うζともあ．

　轍定の類でなくt計勧な蹴を行うに適し焔禰～　るが，このような試瞼のpat”大學が，諜界その他の

す一・Lという工科樺教囎の議・C・“とづを・“蹴所㌧蹴翻・轡する・と融・の蔚ましくない・

、1改禰されたものである・なお，ζの工科大學は・アメ　　　　研究計雀の採否については特に吹の條件を考慮サる・．

　，旅紺る全國的組繊である工科・人學研究餓（E・gi－、　1）工科大學のある學科または蹴所のある研究班が

　iSeering　C・11・g・脚・曲（laun・i1）の〃バー＊であ　その研鍛施の責任を受t￥つこと城明し・かつ・その・

　U，教育機關として學生の数育に雷るのみならず，研究　　　研究途行に劃・し十分な上教研究者が存在すること・’

　によつて人類の知識を進展するこtをH標としており’　　　　2）　研究員rc　t－”）“H”一ギをかけずに・かつ教育計

　この目的のために工學研究所を設置したのである・　　　　　窒に支障を輿えずに途行し得ること・

　　urSC所曜究費は，六學自身からの一SC・Hlの外に・“般　　3）er育または他の研究活動岐障を果えることなし

　産業界ts・Xび州ならびに蓮撒麻機關からの委託研蝦　　r．その研究IC必要な＋分なスf一ス．と施設とが利用し得

　によつて賄わnる．et・らの研究委託者は，その代償と　ること．　　　　　、　”
　　してやぞ傭徽鞠賊囎す・湖穽委瀦のう、4）利嗣齢あ…略易臥手し得・設髄行．
　．ち小藁模のもめは，特定問題の直接的解決を申込んで來　　　い得る量の研究であること．これを決定するドは，ドル，

　　るfi・，　aらのerernemaをもつ大suecのも研よ，中鰍作　スペース，人帥よび必要蝶務翻の勲考慮する・

　．研究または工業化試瞼は自分の方で行うから，大學では　　　研究は次の3種に睡別し．て取扱う・

　　そ纏でのmas的問題だけemerしてほし・・紳込んで　　1）研究所薗身が嬢し・大學繊によ6Max・zam
　　楽るところも少くない．　　　　　　　　　　　　　　的償値があり，あるいはニュー：v；t　一シー州に貫献すぺ

　　　研漸肪針縮そ粕身澱近の鰍活動峨　研究縄は，鰍でも麟する・とカ‘できる藷叛
　　㌫融して、、な肺ば，完k・、r2．4tyfiは行えなv・と　配人（Resea・Ch・Di・・・…）は・磯勲櫛して灘な

　　v、うの、、，工科大學鞭團の囎であり，そ轍に，特　もの・髄委賄（Admi・モ・t・・tive・C・mm’ttee）に繍

　．別囑髄・鵜腋構灘工駄學？灘雄び　・・k・翻長・・㈱の上・必要嬬蝋姻勘を
　　かっ河融越・・，．大轟學蝉・び授業の鰭継　學耐源から娼さ泌ように輔らう‘

・膿塞艦蟹実墓撚壱鷺箋霧竃誰澗零離箕撫皇鷲謬メ難郵翻灘

　・てい碕勲織活鍛蜘てい・・め・．・び・vts厩研繍蜘徽・申込む・乏がでlb・こ噂郷

磁難麗あ塞重。針。。＿。。。．究灘謙禦繊と罐又睾抽
　　・　　　　　一・・一　　　　　　所彫る學科主任の許rpJt得bば，研蜥の騨捌用
　　轟繍ご孟ご轟欝脚苧つT’　he一鰍のす…鵡・・．・して彼・礪・・大學院委員fiD
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　　嗣を榊ば・確磨行つ湖鐡勲卒業徹とし
　　て提出することができる．　　　，　・

　　　所員　研究所長は，・工科大學長Elmer　C・East°n

　　博士の兼任，研究支配人はJames　J・Slade・J「・教授で

　　．ある．1949－50年度に｝・・v・て，研究所の研究に参加した

　　工科大學舘は18名，融鱒任の確都よび技術

　　者は28名，研究に關郷た大學院學生は33名である・、

　　　研兜量　　1949－50年度の委託研究は・民間より7件・

　　蓮邦政府機關よP11件，州政府より1件で・金額齢

　　計262，325ドルである・このほ旅・蝉朗の騨

　　によつて行つた敷件の研究がある．これらの研究項目は

　　i爽の通りである。．’　　　　　ノ

　　　Engineering，　Soil　Map　and　Soil　Testing．

　　　號齪t毒8器継s謡d譜盤鎗・fS・il・．

　　　Frost　Aとt！on　of　Soi　ls．

　　　Supersonic　Jets・
　　　Racking　Load　Te§ts　on　Wall　Panels・

　　　識犠、鑑醜t舗と，ApPlied・・SC・・i・g　Phe－

　　　　nomena‘
　　　鰍轟。膿盤i譜鷲謝畿，、・。m，．

　　　Autorr；atic　i　Measur　ing　Circuits・　　　　．　　　．

稽穫

1

、

Impeda貸ce・Measuring　Methods　and　Equlpment　ln
　the　Frequency　Range・
Study　of　Electrets・
Multiple・Loop　Feed・Back　Ampli負§rs．　’
Thermistors　in　Osci　lating　Circults．
Phase　Equilibria　in　Portion　gf　the　Ternary　System：

　BaO－A！20，－Sio2．
Phase　Equilibria　in　the　Binary　System：BaO－A1203．

Phase　Equilibrium　in　the　System：Na20・B20rKLO・

　B20：s・B203．
Phase　Equilibrium　in　the　System：A1203－CaO－MgO・
Flame　Fusion　Synthesis　of　Mu！lite．

Flame　Fusion　Synthesis　of・Tourmaline　Type

　Minerals．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
離霊謡・鑑麟。匿鑛1鼎M’ne「als’　・

E翌舗・㌔膿・6乙fV翻ε゜nε謙器c謡

　Treatment．
Fundamental　Study　of　the　Action　of　Glass　on‘
　αass　Tank　Refractories．　　　　　　　　　　　　　・

欝1・奮。綬’緒，T器譲盤瓢含，E蟹量n蓉乙，ami。

　Coatings　to　Molybdenum　alld　Graphite　for　High

　Temperature　Oxidation　Protection．
’F竃mdamental　Study　of　Boiler　Refractories．
　Role　of　Alkalies　in　Clay　Refracしories　on　Load　and

　　Creep　Tests・
　Electric　Furnace　Determination　of　P．CE．
Thin，　Vitreous，　Wall・Tile．

　Devdlopment　of　High　Thermal　Endur，ant　Bodles．

　　　　＼
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

　　テキサスエ鰍醐とテキサ糠工岬工學部

　　Texas　Engineerlng　Experimefit　Station　and

　　　SchQOI　of　Engineering　of　AgriculturaI

　’／　and　Mechapical　College　of　Texas

　　　　　College　Station，　TexaS，‘U．S．A．　、

　テキサス工學試験所とテキサス農工大學は，テキサス

農工大學組織を形成するたがいに濁立する機闘のうちの
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程囎を行うご廊り，試晰の暇，轍通．1
　じて工學教育を推進すると共嗜，テキサス州に，とつて重　　　　G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉　　　　　　　　　　　　　　　　　し要な工業的問題を研究することである．

　試験所と大學とは，表面上は別個の機關であるが，雨　　　　麟

者は密接に協力する．すなわち，試瞼所として行う研穽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵠ゐある部分は，大學特に工學部の學科によつて行われ・

その館，學輝生および輝院韓は・識所の締　 乗

勤順・して確に簿す・．この種の確計卸輝　部
院學生の蝶激のes料として利用されう（ただし卒業．

論交の大部分は，試瞼所とぼ別個に，大學の學科におい
　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

て行われるのが醐である）・上記以外の確は・識

所の施設により試験所の專任研究者によつて行わ為るゼ

こ紡の蹴の腋費は，州麟か肢出・れる繍ど

民間や政府翻からの委託研究費によつて賄われる・　　”

　　この試験所の一っのいぢじるしい特徴は，大學のエ學
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N部と共同して，工學的知識め普及に誰して・・ることであ，

る．すなわち，素人にもわかるような情轍・ら・專円家

圃す・敲の撚的や擁至・まで・次のような各y

　種の出版物を通じて獲表していることである．　　　　い，

　　1）B・ll・・in確のmee的結果の報告であるが・，

　揚合によつては，技術的會議の報告など工學および工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　上重要なデータを報告することもある．　一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　2）Research・Rep・rt研究の速報（これは後「c

B。11。tinによつて正式畷表する），またはかぎられた範　”‘

　園にのみ興味ある最近の情報を提供するためのもので・

　ガリ・版刷りである．

　　3）R。P・ini・　高度の學術的便値のあるものは・

主任研儲から論文として適當な學協鱒の機關誌畷

表レ，そ純リプリ．ントして各方面に頒布する・

4）その他研鰍況ρ全馳記載した1枚の試馳
所二出一スを年4回（3，6，　9，12＞月に登行し，かぎられ

櫛麻鮪すると共に，試翻の主要EJi員および大學

の教官をSS’象　’Eして，’試験所の業務進行歌況を，毎月ジ

ガ倣刷砂畷表する．なお，必要にmeじて特殊の騨

または特殊の封象に封する出版物を爽行する．　　’．，

試験所の所長はH．W．　B・rl・w氏，，次長はA・th・；W・　・1

Melloh氏で，試験所は次の研寵部に分かれて）・る、

　　難工學灘築學，化學工學濃齢學棉實離・己嫁

　　電氣工學，工學製圖，浬賃，一般工學・、地質學・潜　頓

　　路工學，工難理，鰍工學，都市及傭虹學・・　，

’　土質力學，．．構造土學，石油工學　　’　　　　　　　　9

’ま濃工灘工學部の方k，部長は’H・W・B・・1・w氏1欝

（試噺蘇任）で・次の學科に分か選・’る：’　　一

　　航空藤科濃業工學科健築學秤工業化學科・

．一 y木工學科・臨工學科・工學製圖學科・地騨科　三
　　工業管理學科，機械工拳科，石油工鼻科（瓢厨逸躍）
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